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合同教育研究会議（２月 10 日開催）議事概要 

 

１ 開催日時 

令和３年２月 10日（水）13：00～13：45 

 

２ 場所  

本部棟３階 特別会議室 

 

３ 出席者 

鈴木学長、石堂副学長兼高等教育推進センター長、狩野副学長兼研究・地域連携本部長、 

堀江副学長兼事務局長、猪股教育支援本部長、似鳥学生支援本部長、橋本企画本部長、 

劉国際教育研究部長、福島看護学部長、高橋社会福祉学部長、 

亀田ソフトウェア情報学部長、高嶋総合政策学部長、菊池盛岡短期大学部長、 

松田宮古短期大学部長、 

菅原委員（学外委員：岩手大学名誉教授）、 

長谷川委員（学外委員：東北大学未来科学技術共同研究センター長） 

（事務局）鈴木事務局次長兼総務室長、関屋教育支援室長、鎌田学生支援室長、 

藤澤研究・地域連携室長、藤村企画室長、髙橋宮古事務局長、八木主幹、 

鈴木主幹 

 

４ 会議の概要 

  議事録確認 

前回会議１月 13日の議事録（議事概要）については、原案のとおり了承された。 

 

審議事項 

なし 

 

協議事項 

なし 

 

報告事項（口頭報告） 

（１）令和３年度入学式の実施概要について（資料 No.１） 

猪股本部長から資料に基づき、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた令和３年

度入学式の実施概要について報告があった。 

 

（２）令和２年度岩手県立大学の就職内定状況（１月末現在）について（資料 No.２） 

似鳥本部長から資料に基づき、１月末現在の岩手県立大学の就職内定状況について

報告があった。 

鈴木学長から、就職または進学できなかった学生は、卒業後、どうしているのかと

の質疑があり、これに対し、似鳥本部長から、卒業後も就職活動を継続したり、進路

を考えていたりする学生もあり、100％の内定率を得ることは難しいとの回答があった。 

鈴木学長から、就職または進学できなかった学生をケアしているかとの質疑があり、

これに対し、似鳥本部長から、卒業後もキャリアセンターに相談があれば対応してい
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るとの回答があった。 

委員から、宮古短期大学部の現状を確認したところ内定率は 82.3％となっており、

昨年度に近づいているとの報告があった。 

 

（３）2020 年度 APRIN e ラーニングの履修状況について（資料 No.３） 

狩野本部長から資料に基づき、コンプライアンス教育・研究倫理教育として、教職

員に履修を義務付けている APRIN e ラーニングの履修状況の報告があった。あわせて、

中期計画の数値目標である、令和５年度に履修率が 100％の状態になることへの協力

について依頼があった。 

 

（４）デジタルを活用した大学・高専教育高度化プランへの応募について（資料 No.４） 

藤澤室長から、令和２年度第３次補正予算の文部科学省補助事業「デジタルを活用

した大学・高専教育高度化プラン」へ応募したことについて報告があった。 

 

（５）令和２年度ＪＳＴ「共創の場形成支援プログラム」への応募結果について（資料No.５） 

狩野本部長から資料に基づき、令和２年９月に応募したＪＳＴ「共創の場形成支援

プログラム（育成型）」の審査結果について報告があった。また、これに関して、鈴木

学長から補足説明があった。 

委員から、昨年度終了したＣＯＣ＋事業の後継事業に係る連絡が入っているので、

参加をお願いしたいとの発言があり、これに対し、鈴木学長から、ＣＯＣ＋事業の終

了後、リカレント教育の必要性が言われるようになっているので考えておくこと、Ｃ

ＯＣ＋事業の後継事業にも積極的に参加してもらいたいとの発言があった。 

 

（６）教職員メールシステムの変更について（資料 No.６） 

橋本本部長から資料に基づき、令和３年２月下旬までに Web メール（メールソフト）

を変更するとともに、令和３年２月中旬から二段階認証システムを新規に導入する予

定であることについて報告があった。 

鈴木学長から、Active Mail から Web メール＋へのアドレス帳の移行は可能かとの

質疑があり、これに対し、橋本本部長から、Active Mail から Web メール＋へのアド

レス帳の移行方法については、追って説明資料を掲示する予定であるとの回答があっ

た。 

 

（７）令和２年度計画に係る業務の実績の報告について（資料 No.７） 

橋本本部長から資料に基づき、年度終了後に行う令和２年度に係る業務の実績に関

する評価に向けて年度計画に係る業務の実績及び全学の年度実績報告書（案）の作成

について依頼があった。 

 

 

報告事項（資料報告） 

（１）令和２年度全学ＦＤ・ＳＤプログラム第２回高等教育セミナー参加状況及びアンケー

ト結果について（報告）（資料 No.８） 

（２）令和３年度岩手県立大学大学院入試出願状況について（資料 No.９） 

（３）令和３年度入学者選抜大学入学共通テスト実施結果について（資料 No.10） 

（４）令和３年度岩手県立大学一般選抜志願状況について（資料 No.11） 

（５）令和２年度後期授業料減免の結果について（資料 No.12） 

2



3 

 

（６）令和２年度リーダーズ研修会の開催結果について（資料 No.13） 

（７）令和２年度 JST 新技術説明会の開催について（報告）（資料 No.14） 

（８）令和３年度学長メッセージについて（資料 No.15） 

藤村室長から、各部局の令和３年度スケジュール作成にあたり、学長メッセージ実

施日の考慮について依頼があった。 

（９）「令和２年度第５回職員衛生委員会」の結果について（資料 No.16） 

（10）「令和２年度第６回職員衛生委員会」の結果について（資料 No.17） 

 

 

その他 

藤村室長から資料に基づき、令和３年度の本部長会議及び合同教育研究会議の開催日程

について説明があった。 

委員から、１月のいわてウィンターブレイクは来年度以降も続くのかとの質疑があり、

これに対し、藤村室長から、説明した開催日程は、今年度のいわてウィンターブレイクを

踏まえて設定したものだが、来年度も実施されることは確定しているものではないとの回

答があった。 

委員から、令和４年１月の本部長会議及び合同教育研究会議を同日に開催する理由は、

いわてウィンターブレイクではなく、１月第１週は年末年始の休業日があり、会議の準備

時間が十分に確保できないことを踏まえたのではないかとの意見があり、これに対し、藤

村室長から、各委員の意見をいただきながら最終版を示すとの回答があった。 
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